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Snapshot コピーを切断しています

LUN 、 LUN 上のファイルシステム、ディスクグループ、 NFS ディレクトリ、または
LUN 上の共有ディスクグループ、ホストボリューム、およびファイルシステムから、
Snapshot コピーを切断できます。

SnapDrive for UNIX 4.2 以降のバージョンでは、スプリットクローンボリュームを切断できま
す。

Snapshot 切断処理を使用する

SnapDrive snap disconnect コマンドを使用して、複数のストレージシステムまたはスト
レージシステムボリューム上にある Snapshot コピーを切断します。

SnapDrive のマッピングを削除するには、 lun snap disconnect コマンドを使用します。また、ストレージエ
ンティティと基盤となる LUN のマッピングや、 Snapshot コピー内の NFS ディレクトリのマッピングを削除
するには、 lun snap disconnect ` コマンドを使用します。

このコマンドを使用すると、複数のストレージシステムボリュームまたは複数のストレージシステムにまたが
る Snapshot コピーを切断できます。ストレージエンティティとボリュームは、同じストレージシステム上に
存在することも、別々のストレージシステム上に存在することも可能です。

このコマンドを使用すると、次のいずれかを切断できます。

• LUN

• LUN 上に直接作成されるファイルシステム

• LUN 上に作成されたディスクグループ、ホストボリューム、およびファイルシステム

• NFS ディレクトリツリー

• LUN 上に作成された共有ディスクグループ、ホストボリューム、およびファイルシステム

切断処理によって接続されている Snapshot コピーが変更されることはありません。ただし、デフォルトで
は、対応する接続処理で作成された一時的な LUN またはクローンは削除されません。

LUN 、 LUN 上のファイルシステム、および LVM エンティティの場合、このコマンドは
SnapDrive storage delete ` と同じです。

Snapshot コピーの切断に関するガイドライン

LUN 、ストレージエンティティ、または NFS ディレクトリの Snapshot コピーを切断す
る際のガイドラインを次に示します。

• ファイルシステムを切断すると、 SnapDrive for UNIX では必ずマウントポイントが削除されます。

• Snapshot の接続処理の影響を取り消すには、 Snapshot の切断コマンドを使用します。

• スナップショット接続操作中に 'enable-split-clone' 構成変数の値を 'ON' または 'sync' に設定し ' スナップ
ショット切断操作中に off' に設定した場合 'UNIX 用 SnapDrive は ' スナップショット・コピーに存在する
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元のボリュームまたは LUN を削除しません

NFS エンティティの Snapshot コピーを切断する際のガイドラインを次に示します

Snapshot コピーの切断処理は、ホストクラスタ環境内の任意のノードから実行できま
す。コマンドオプションを使用して、ストレージエンティティを特定のノードから切断
します。

NFS エンティティを含む Snapshot コピーを切断する場合は、次のガイドラインに従ってください。

• 読み取り専用権限で接続した NFS ディレクトリツリーを切断すると、 SnapDrive for UNIX は次の処理を
実行します。

◦ ファイルシステムをアンマウントします。

◦ ファイルシステムテーブルファイルのマウントエントリを削除します。

◦ マウントポイントを削除します。

◦ では、セカンダリ・ホスト（親ボリューム上でエクスポート権限がないホスト）から NFS filespec を
接続する際に作成した、 Snapshot コピー・ディレクトリのエクスポート・ルールは削除されませ
ん。

• 読み取り / 書き込み権限で接続した NFS ディレクトリツリーを切断すると、 SnapDrive for UNIX は次の
処理を実行します。

◦ ファイルシステムをアンマウントします。

◦ ファイルシステムテーブルファイルのマウントエントリを削除します。

◦ FlexVol ボリュームクローン内のファイルシステムに対応する NFS ディレクトリツリーを削除しま
す。

◦ 基盤となる FlexVol ボリュームクローンを削除します（空の場合）。

◦ マウントポイントを削除します。

SnapDrive snap disconnect コマンドの使用に必要な情報

Snapshot コピーを切断するには、 LUN 、ディスクグループ、ファイルシステムなど、
使用するストレージエンティティのタイプを指定します。 またはホストボリュームを指
定します。

次の表に、 SnapDrive snap disconnect コマンドを使用する場合に提供する必要がある情報を示します。

要件 / オプション 引数

LUN （ -lun_file_spec_ ） LUN の名前。Filer 、ボリューム、および LUN の名
前を含めます。 _

ディスク・グループ（ dg_file_spec_` ）またはボリ
ューム・グループ（ g-vg_file_spec_` ）

_name には、ディスクまたはボリュームグループの
名前を指定します
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要件 / オプション 引数

ファイルシステム (-fs_file_spec_) filesystem_name

ホスト・ボリューム（ -hostvol`file_spec` ）または論
理ボリューム（ -lvol`file_spec` ）

_ ホスト名または論理ボリューム _

Snapshot コピーの切断に使用するストレージエンテ
ィティのタイプを指定し、そのエンティティの名前
を適切な引数で指定します。

これは '`file_spec` 引数の値です

「 -full` 」

~ コマンドライン上のホスト側のエンティティ（ホス
トボリュームが 1 つ以上あるディスクグループなど
）が他のエンティティにもある場合でも、 SnapDrive

for UNIX で Snapshot コピーからオブジェクトを切断
するには、コマンドラインに -full-option を指定しま
す。このオプションを指定しない場合は、空のホス
ト側エンティティのみを指定する必要があります。

「 -fstype 」を入力します 「 TYPE` 」

「 -vmtype 」と入力します 「 TYPE` 」

オプション：使用するファイルシステムとボリュー
ムマネージャのタイプを指定します。

「 -split` 」

~ Snapshot 接続処理と Snapshot 切断処理の際に、ク
ローンボリュームまたは LUN をスプリットできま
す。

LUN を含むストレージエンティティのない Snapshot コピーを
切断しています

SnapDrive snap disconnect コマンドを使用すると、ストレージエンティティのない
LUN を含む Snapshot コピーを切断できます。

手順

1. 次のコマンド構文を入力します。

* SnapDrive snap disconnect - lun_long_lun_name_[_ LUN_name …_]*

SnapDrive for UNIX を使用すると、コマンドラインで指定したストレージエンティティのマッピングが削除さ
れます。

次のコマンドを実行すると、ストレージ・システム toaster 上の Luna と lunb へのマッピングが削除されま
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す。

# snapdrive snap disconnect -lun toaster:/vol/vol1/luna lunb

ストレージエンティティを含む Snapshot コピーを切断してい
ます

SnapDrive snap disconnect コマンドを使用すると、ストレージエンティティを含む
Snapshot コピーを切断できます。

手順

1. 次のコマンドを入力します。

* SnapDrive snap disconnect ｛ -dg | -fs | -hostvol ｝ file_spec[file_spec…] ｛

-dg | -fs | -hostvol ｝ file_spec [file_spec…] [-full] [-fstype type] [-vmtype

type] [-split] *

このコマンドは ' 常にストレージ・エンティティー（ -lun'`-ddd’`-hostvol' など）で開始する必要がありま
す または '-fs' を指定します

◦ LUN （「 -lun 」）を指定する場合は、長い LUN 名を入力する必要があります。他のストレージ・エ
ンティティと同じコマンド・ライン上で '-lun' オプションを指定して LUN を指定することはできませ
ん（ -vg'-dg'`-fs'-lvol' または -hostvol オプション）

◦ NFS マウントポイントを指定する場合は ' 同じコマンド・ラインで非 NFS エンティティー（ -vg’

-dgd’`-fs'`-lvol'-hostvol ）を指定することはできませんNFS マウントポイントを指定するには、別のコ
マンドを使用する必要があります。

Snapshot コピーに含まれていない LUN をホストエンティティが使用している場合は、エラー
メッセージが表示されます。各ターゲットディスクグループに含まれるホストボリュームまた
はファイルシステムのサブセットを指定した場合も、エラーが発生します。

SnapDrive for UNIX を使用すると、コマンドラインで指定したストレージエンティティのマッピングが削除さ
れます。

このコマンドラインを使用すると、ホストボリューム dg5/myvolume の基盤となるすべての LUN へのマッピ
ングが削除されます。このコマンドは、 Snapshot 接続処理で作成された一時的な LUN をすべて削除しま
す。

# snapdrive snap disconnect -hostvol dg5/myvolume

このコマンドラインを使用すると、ホストボリューム dg5/myvolume の基盤となるすべての LUN へのマッピ
ングが削除されます。このコマンドは、 Snapshot 接続処理で作成された一時的な LUN をすべて削除しま
す。

# snapdrive snap disconnect -hostvol dg5/myvolume
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このコマンドは、ディスクグループ 1 （ dg1 ）とその LUN へのマッピングを切断します。また、 Snapshot

接続処理で作成された一時的な LUN をすべて削除します。

# snapdrive snap disconnect -lun toaster:/vol/vol1/luna -dg dg1

このコマンドラインを実行すると、ファイルシステム fs1 へのマッピングと、このファイルシステムの基盤と
なる LUN へのマッピングが削除されます。また、 Snapshot 接続処理で作成された一時的な LUN をすべて削
除します。

# snapdrive snap disconnect -fs mnt/fs1

このコマンドラインを使用すると、ディスクグループ dg1 、 DG2 、および dg3 のマッピングが削除されま
す。このコマンドは、 Snapshot 接続処理で作成された一時的な LUN をすべて削除します。

# snapdrive snap disconnect -dg dg1 dg2 dg3

次の例は、 Veritas スタックのファイルシステムとディスクグループを使用して Snapshot コピーを切断しま
す。

# snapdrive snap disconnect -fs /mnt/fs1_clone -fstype vxfs

delete file system /mnt/fs1_clone

- fs /mnt/fs1_clone ... deleted

- hostvol vxvm1_0/fs1_SdHv_0 ... deleted

- dg vxvm1_0 ... deleted

- LUN snoopy:/vol/vol1/lunVxvm1_0 ... deleted

次の例は、ファイルシステムとディスクグループを含む Snapshot コピーを LVM スタック上で切断します。

# snapdrive snap disconnect -fs /mnt/fs1_clone -fstype jfs2

delete file system /mnt/fs1_clone

- fs /mnt/fs1_clone ... deleted

- hostvol lvm1_0/fs1_SdHv_0 ... deleted

- dg lvm1_0 ... deleted

- LUN snoopy:/vol/vol1/lunLvm1_0 ... deleted

共有ストレージエンティティを使用する Snapshot コピーの切
断

SnapDrive snap disconnect コマンドを使用すると、共有ストレージエンティティを含む
Snapshot コピーを切断できます。
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手順

1. 次のコマンド構文を入力します。

* SnapDrive snap disconnect ｛ -dg | -fs ｝ file_spec[_ file_spec…] ｛ -dg |

-fs ｝ _file_spec[_ file_spec…]] long_snap_name[-full] [-fstype_type_][-

vmtype_type_][-splite] *

次の例では、共有ファイルシステムを切断します。

# snapdrive snap disconnect -fs /mnt/oracle
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